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高赤方偏移銀河の光度関数は、宇宙再電離の電離源を調べる上で重要である。近年、z ∼ 2 − 3における銀河
の多波長観測の結果から、Lyα光度関数の明るい側には、暗い活動銀河核 (faint AGN)が高い割合で存在してお
り、logL(Lyα) >

∼
43.5で光度関数の超過を示す天体のほぼ 100%がAGNであることが示されている (Konno et

al. 2016)。本研究では、すばる望遠鏡の超広視野主焦点カメラ (HSC)を用いた SSP観測により得られた、32.4
平方度におよぶ狭帯域バンドデータ (５σ限界等級 24.5-25mag）を使い、z = 5.7と 6.6の Lyα emitter (LAE)サ
ンプルを作った。これに基づき Lyα光度関数を求めたところ、両赤方偏移で光度関数の明るい側でOuchi et al.
(2010)で得られた光度関数の Schechter関数の外挿値と比べて数密度が誤差棒を超えて超過していた。超過を示
す logL(Lyα) >

∼
43.7の LAEが全て faint AGNだと仮定し、z ∼ 6のAGN UV光度関数を見積もった。その結

果、この光度関数の見積もりはGiallongo et al. (2015)が示した faint AGNの光度関数よりも小さく、個数密度
にして 1/3程度だった。このことから faint AGNの宇宙再電離への寄与はGiallongo et al. (2015)が主張する結
果よりも小さい可能性がある。


